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総
括

入
口
の
視
認
性
の
低
下
な
ど
安

全
性
に
懸
念
が
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

問
　
長
年
協
議
を
行
っ
て
き
た

国
道
１
３
４
号
へ
の
車
両
出
入

口
で
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
駐
車
場
を
集
約
し
、
出
入
口

を
１
か
所
に
す
る
こ
と
で
全
体

の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
が
延
期
の
理
由
な
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
交
通
管
理
者

な
ど
と
行
っ
て
き
た
協
議
の
中

で
施
設
配
置
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
た
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

問
　
平
成
26
年
８
月
に
居
住
や

防
災
機
能
の
誘
導
、
防
疫
・
減

災
を
計
画
的
に
進
め
る
「
立
地

適
正
化
計
画
制
度
」
が
創
設
さ

れ
た
。
計
画
策
定
の
主
体
的
な

取
り
組
み
と
市
街
化
調
整
区
域

の
連
動
の
考
え
方
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
災
害

リ
ス
ク
な
ど
地
域
特
性
に
応
じ

た
居
住
誘
導
や
都
市
機
能
の
誘

導
・
集
積
な
ど
、
立
地
適
正
化

に
向
け
て
目
指
す
べ
き
都
市
の

骨
格
構
造
を
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。
既
存
の
生
活
圏
を
考
慮

し
、
居
住
誘
導
す
る
た
め
の
区

域
な
ど
の
必
要
な
都
市
施
設
を

検
討
す
る
。
対
象
区
域
は
都
市

計
画
区
域
全
域
と
し
て
お
り
本

市
で
は
市
街
化
調
整
区
域
も
含

め
計
画
の
対
象
区
域
と
な
る
。

神
奈
川
大
学
の
移
転

問
　
令
和
５
年
を
目
途
に
計
画

の
策
定
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。
目
途
ま
で
あ
と
１
年
だ
が

新
た
な
情
報
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
跡
地
利
用
を

模
索
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
正
式
な
決
定
事
項
で
は
な
い

た
め
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。
引
き
続
き
機
会
を
捉
え

て
情
報
提
供
を
求
め
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設

問
　
開
設
整
備
基
本
方
針（
案
）

の
内
容
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
民
間
事

業
者
が
旧
吉
沢
公
民
館
敷
地
に

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の

特
徴
を
生
か
し
た
園
を
整
備

し
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
土
屋

幼
稚
園
と
吉
沢
保
育
園
の
教

育
・
保
育
内
容
の
継
承
を
基
本

に
運
営
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問
　
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来
構

想
の
内
容
と
効
果
を
伺
う
。

副
市
長
　
本
市
の
顔
で
あ
る
平

塚
駅
周
辺
地
区
の
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
を
駅
周
辺
地
区
の
現
状

や
課
題
を
踏
ま
え
て
、
お
お
む

ね
20
年
後
の
将
来
像
と
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
方
策
を
検
討

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度

ま
で
の
３
か
年
で
、「
賑
わ
い

創
出
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
土

地
利
用
の
誘
導
」、「
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
都
市
基
盤
の
整

備
、
改
修
」、「
公
共
空
間
の
活

用
方
法
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
仕
組
み
づ
く
り
」
な
ど
の

視
点
か
ら
検
討
し
て
将
来
構
想

を
策
定
し
て
い
く
。
駅
周
辺
地

企
画
政
策
部
長
　
具
体
的
な
内

容
は
今
後
の
補
正
予
算
で
検
討

す
る
が
、
国
や
県
の
対
策
を
補

完
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問
　
な
ぜ
見
直
し
に
１
年
９
か

月
も
の
期
間
が
か
か
る
の
か
。

市
長
　
当
初
プ
ラ
ン
の
コ
ン
セ

プ
ト
な
ど
を
継
承
し
つ
つ
施
設

配
置
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
か

ら
設
計
変
更
の
必
要
が
あ
り
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
改
め
て

行
う
と
の
申
し
出
が
事
業
者
か

ら
あ
っ
た
。
精
査
の
結
果
妥
当

な
期
間
と
判
断
し
た
。

問
　
各
管
理
者
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
指
摘
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長
　
交
通
管
理
者
か
ら
は
交

通
の
安
全
性
、
円
滑
性
に
配
慮

し
た
計
画
と
す
る
こ
と
、
道
路

管
理
者
か
ら
は
国
道
１
３
４
号

は
走
行
速
度
が
速
く
交
通
量
も

多
い
た
め
、
西
側
駐
車
場
の
切

下
げ
形
状
の
出
入
口
は
出
口
と

本
線
の
出
会
い
頭
事
故
、
既
存

歩
道
橋
の
橋
脚
や
影
に
よ
る
出

区
の
将
来
の
姿
を
明
確
に
示
す

こ
と
で
、
市
と
民
間
事
業
者
が

駅
周
辺
地
区
の
将
来
の
姿
を
共

有
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
再
開

発
の
誘
導
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
平
塚
駅
周
辺
地
区
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
支
援
策

の
内
容
を
伺
う
。

副
市
長
　
駅
周
辺
地
区
将
来
構

想
で
明
確
と
な
っ
た
街
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
権

者
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
策
を

取
り
ま
と
め
る
も
の
で
、
６
年

度
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
作
成
前
で
も
、
運
用
可

能
な
支
援
策
は
早
期
に
実
施
を

し
て
い
き
た
い
。
支
援
策
の
内

容
は
、
将
来
構
想
の
分
析
や
地

域
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

民
間
の
投
資
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
店
舗
や
再
開
発
な
ど
の
誘

導
施
策
を
他
市
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
事
業
者
の
負

担
軽
減
や
規
制
緩
和
な
ど
の
視

点
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　
駅
周
辺
地
区
将
来
構
想
と

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
並
行
し

て
策
定
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
将
来
構
想
と

合
わ
せ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

も
６
年
度
に
策
定
を
予
定
し
て

い
る
が
、
現
在
、
駅
周
辺
地
区

が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
状
況

の
た
め
、
他
市
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
、
ま
た
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
知
見
を
生
か

し
、
実
施
で
き
る
施
策
が
あ
れ

ば
、
可
能
な
限
り
早
め
の
運
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ひ
ら
つ
か
子
育
て 

応
援
プ
ラ
ン

問
　
ひ
ら
つ
か
子
育
て
応
援
プ

ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
コ
ロ
ナ
禍

で
の
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
令
和
３

年
度
は
大
方
の
事
業
で
取
り
組

み
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問
　
４
年
度
は
見
直
し
年
だ
が

見
え
て
き
た
課
題
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
共

存
し
な
が
ら
の
事
業
実
施
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の
ほ

か
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー

ズ
ヘ
の
対
応
な
ど
が
課
題
で
あ

る
教
育
・
保
育
の
量
の
見
込
み

や
提
供
体
制
の
確
保
を
含
め
、

中
間
見
直
し
を
行
う
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

問
　
今
年
度
の
待
機
児
童
解
消

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
賃
貸
物

件
改
修
方
式
に
よ
る
駅
周
辺
の

認
可
保
育
所
の
整
備
や
小
規
模

保
育
事
業
所
の
整
備
の
ほ
か
、

既
存
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
と
既
存
保
育
園
の
増
改
築
に

よ
り
、
５
年
４
月
の
保
育
所
な

ど
の
定
員
を
、
前
年
同
月
比
で

１
２
８
人
増
や
し
、
保
育
所
等

保
育
士
就
職
促
進
貸
付
金
、
保

育
士
就
労
支
援
交
付
金
、
民
間

保
育
士
奨
学
金
返
済
支
援
補
助

金
の
３
つ
の
柱
を
中
心
と
し
た

保
育
士
確
保
支
援
策
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

問
　
こ
ど
も
食
堂
と
学
習
支
援

の
開
催
地
区
と
件
数
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
こ
ど
も

食
堂
は
、
崇
善
地
区
を
含
む
８

地
区
で
11
か
所
で
あ
る
。
学
習

支
援
は
市
内
５
地
区
で
６
か
所

の
ほ
か
、
町
内
福
祉
村
で
も
７

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

問
　
５
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭

庁
が
発
足
し
、
子
供
へ
の
対
策

な
ど
が
加
速
度
的
に
進
め
ら
れ

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
こ
ど
も
食
堂
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応
な
ど
、
子

供
が
直
面
し
て
い
る
危
機
に
対

し
て
本
市
と
し
て
行
え
る
こ
と

は
し
っ
か
り
検
討
を
し
て
取
り

組
み
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症 

対
策
と
支
援

問
　
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て
取
り
組
む
３
つ
の
事
業
の

特
徴
と
内
容
を
伺
う
。

市
長
　
本
年
５
月
臨
時
会
及
び

今
議
会
で
、
物
価
高
騰
対
策
予

算
を
迅
速
に
計
上
し
た
。
生
活

困
窮
世
帯
へ
の
給
付
や
小
学

校
・
保
育
所
の
給
食
材
料
費
な

ど
幅
広
く
実
施
し
、
令
和
４
年

度
当
初
予
算
な
ど
に
計
上
し
た

事
業
に
加
え
今
後
の
補
正
予
算

も
活
用
し
切
れ
目
な
く
物
価
高

騰
対
策
に
取
り
組
み
、
き
め
細

か
く
施
策
を
展
開
す
る
。

問
　
子
育
て
世
代
の
生
活
支
援

特
別
給
付
金
は
、
同
じ
学
年
で

も
５
年
３
月
１
日
か
ら
４
月
１

日
生
ま
れ
は
対
象
外
と
な
る
。

10
万
円
定
額
給
付
金
と
同
様

に
、
本
市
独
自
の
給
付
の
検
討

は
し
な
い
の
か
。

市
長
　
担
当
課
に
対
象
に
す
る

よ
う
指
示
を
出
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問
　
交
付
金
が
ま
だ
２
億
円

残
っ
て
い
る
と
思
う
が
今
後
の

支
援
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

誰
も
が
住
み
や
す
い

平
塚
を
め
ざ
し
て

坂
間
　
正
昭 

議
員

夢
あ
る
未
来
平
塚
を
創
る

中
心
市
街
地
と
未
来
の
子
供
た
ち

片
倉 

章
博 

議
員

■子どもたちにゆたかな学びを保障する
ために、教職員定数改善と教育予算の増
額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡
充を求める意見書（抜粋）
　これからの未来を担う子どもたちへの
きめ細やかな指導と心の安定に資するた
めにも、教科担任制の配置増などの教職
員定数改善が不可欠です。また、その実
現にあたっては、必要な財源を国が保障
することによって、子どもたちが全国ど
こに住んでいても、一定水準の教育を受
けられることが必要です。
　よって、次の事項について配慮される

よう、強く要望いたします。
１�　中学校での35人学級を早急に実施す
ること。また、30人学級の実現に向け
て検討すること。

２�　専門性の高い教科指導を行い教育の
質の向上をはかるとともに、複数の教
員による多面的な児童理解を通じた子
どもたちの心の安定に資するため、教
科担任制の配置増など教職員定数改善
を推進すること。

３�　教育の機会均等と水準の維持向上を
はかるため、義務教育費国庫負担制度
の負担割合を２分の１に復元すること。

　議員からの提出議案として、本会議の最終日に次の意見書が
提出され全会一致で可決しました。可決した意見書は国や関係
行政庁に提出します。ホームページには全文を掲載しています。
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